
　平成１７年８月８日（月）午後２時から、けやき会館５階大樹の間におい
て、第３回相模原市・藤野町合併協議会が開催されました。
　協議会では、相模原市・藤野町合併市町村基本計画（素案）、特別職の
身分の取扱い、事務組織及び機構の取扱い、公共的団体等の取扱いなどに
ついて協議が行われました。議事等の内容については、次のとおりです。

協 議 事 項　 協　議　事　項 　

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１０号　相模原市・藤野町合併
市町村基本計画（素案）について

　　　　　　　　　　　　　　　　
→継続協議
　事務局より、２、３面のとおり合
併市町村基本計画（素案その１）の
提案があり、協議が行われました。
なお、提案された素案その１は計画
の一部であり、今後さらに施策体系
や財政計画などを加えた計画全体を
再度提案することとなることから、
継続して協議することになりました。

 主な意見

藤野町委員
　合併することによって、単なる寄
せ集めで大きな都市になるのではな
く、素案にある水源地域の構想など
を実現させるためには、相模川の浄
化、人や物の循環を図りながら、地
域特性を上手に組み合わせて新しい
理想の郷土を創るという発想のもと
に進めていくべきと考える。
藤野町委員
　「Ⅲ　合併シンボルプロジェクト」
の「３ まち＋水源地＝産業創生プ
ロジェクト」に関することだが、津
久井郡４町は、水源地域による土地
利用の規制などから、工業や商業の
活性化が進まない現状がある。４町
それぞれ特徴があるので、もう少し
各町に対してきめ細かい配慮をした
中での産業創生を考えていただきた
い。
事務局
　合併シンボルプロジェクトは理念
的な部分が強くなっており、実際に
施策について検討する際に、地域ご

との特性を尊重した中で進めていき
たい。
藤野町委員
　「さがみはら都市みらい研究所」
では１市４町を想定した都市内分権
の研究は行われているのか。
企画部会
　相模原市においては「さがみはら
都市みらい研究所」という政策研究
をする部署で、平成１５、１６年度に相
模原市内の都市内分権を想定した研
究に取り組んできた。その研究をも
とに、地域のまちづくりを住民が主
体となってどう考え、どう参加して
いくのか、また、それに対して行政
はどのような行政組織を編成し、ど
のように支援をしていくのか、など
についてさらに研究している。

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１１号　特別職の身分の取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
　藤野町の常勤の特別職（教育長を
含む。）及び執行機関の委員（農業
委員会委員を除く。）については、
合併の期日の前日をもって失職する。

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１２号　一般職の職員の身分の
取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
１　藤野町の一般職の職員は、すべ
て相模原市の職員として引き継ぐ。

２　職員の任免、給与その他の身分
の取扱いについては、公正に取り
扱う。

 主な意見

藤野町委員
　職員の資質の違いなどがあると思
うが、「公正に取り扱う」とは、ど
のような意味なのか。

総務部会
　藤野町の職員が合併により相模原
市の職員となることから、現相模原
市の職員と均衡が図られるよう、今
後、職責に応じた職員の配置を基本
に調整させていただきたいと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１３号　条例、規則等の取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
　相模原市の条例、規則等を適用す
る。ただし、各種事務事業等の調整
を踏まえて、必要に応じ規定の整理
をする。

 主な意見

藤野町委員
　藤野町特有の条例の取扱いはどの
ようになるのか。
総務部会
　藤野町特有の条例、規則等につい
ては、今後、各専門部会での事務事
業の調整を踏まえた上で、新市にお
いても必要なものについては、新市
の条例、規則等として整理する。

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１４号　事務組織及び機構の取
扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
１　藤野町の役場は、合併前の役場
における住民サービスを確保し、
地域の拠点として、窓口業務をは
じめ、まちづくりや産業振興を支
援する機能を持つ、総合的な事務
所とする。

２　藤野町の出先機関は、住民サー
ビスの低下を招くことがなく、地
域の特色を生かせる機能を持つ組
織とする。

３　藤野町に設置されている附属機
関は、相模原市の同種の附属機関
に統合する。ただし、藤野町の地
域性から設置されている附属機関

は、現行のまま新市に引き継ぐ。

 主な意見

藤野町委員
　総合的な事務所の職員数は、概ね
どのくらいになるのか。また、高齢
化対策や小学校の統廃合の関係から、
保健師、指導主事はどのように配置
されるのか。市の出張所と比較する
とかなり多い人数になるのではない
か。
総務部会
　現時点で職員数を申し上げること
は難しいが、基本的には、「総合的
な事務所」で行われる「まちづくり
支援」や「住民サービス提供」の業
務について、現在の住民サービスを
低下させないような職員体制が確保
されると考えている。また、保健師
や指導主事の配置については、現在
の業務内容やそのサービスの低下を
生じさせないよう、今後の調整の中
で十分配慮させていただきたいと考
える。
相模原市委員
　相模原市にある各出張所は、窓口
に来られる住民の対応が主な業務で
ある。福祉や道路関係などの業務に
ついては、全て本庁の各課が直接対応
するので、各出張所の職員は少人数
で対応できているということである。

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１５号　慣行の取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
１　市章は、相模原市のものに統合
する。

２　市の花、木、鳥及び色は、相模
原市のものに統合する。ただし、合
併により改定の必要があるものに
ついては、新市において検討する。

３　市民憲章、市民憲章以外の憲章
及び宣言並びに市の歌は、相模原
市のものに統合する。ただし、合
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基盤の整備が重要となります。
　このため、さがみ縦貫道路、津久井広域道路等の早期整備を図るとともに、鉄道輸
送・バスネットワークの強化、新しい交通システムの導入等に取り組むことにより、
高齢化や日常生活圏の拡大に伴う多様な交通ニーズに対応した公共交通網の確立を目
指します。さらに、増え続ける自動車交通などを円滑に処理していくため、ＴＤＭ
（交通需要マネジメント）施策の推進に取り組み、交通渋滞の解消に努めます。
　また、新市の核としての中心市街地や多様な拠点の形成に向けた基盤整備を図ると
ともに、水源地域の保全と生活環境の向上のための上下水道の整備や、高度情報化に
対応する情報基盤の整備、公園等市民の憩いの場となる空間の整備、美しい都市景観
の形成等を進め、快適で魅力ある居住環境の創造を目指します。

　新市の西部は広大な森林や清流、湖などみどり豊かな自然環境に恵まれており、神
奈川県の重要な水源地域となっています。また、自然と都市の融合や自然と人との共
生をまちづくりの基本に、日常的に暮らしの中で自然を身近に感じられるようにする
ことにより、人々の自然に対する意識をより深いものとすることが求められています。
　このため、水源涵養、治水、保健休養等の森林の有する公益的な機能に配慮した保
全方策を推進するとともに、自然環境に対する意識を啓発し、河川、湖の水質の向上
を図るなど、水源地域の総合的な環境の向上を目指します。
　また、市街地周辺においても里山、谷戸が残っているほか、相模川などの水辺や斜
面林がみどりの軸を形成しており、市街地に残された貴重な平地林である木もれびの
森や都市公園、緑地としての農地などと良好なみどりを形成することにより、都市内
部でも自然を感じられるうるおいと風格のあるまちづくりを目指します。
　さらに、限られた資源を大切にする循環型社会の形成を目指すとともに、廃棄物の
適正処理を目的とした施設整備を行うなど、環境に配慮した取組を進めます。

　新市の活力ある発展とゆとりある豊かな市民生活の実現には、多様な産業の振興と
計画的な土地利用の推進が重要となります。
　このため、新たな産業の誘致や大学・研究機関、インキュベーション施設と連携し
た工業振興に取り組むとともに、生活の核となる個性的・魅力的な商店街の形成を図
ります。
　新市の各地域の歴史・文化などをはじめとする特性を観光資源として捉え、積極的
な情報発信に努め、観光の振興を図ります。特に、水源地域では、水辺環境や貴重な
動植物が生息する豊かな自然環境を保全しながら農林業の振興を図るとともに、文化
・芸術などの地域特性を活かした観光振興などにより、都市住民が自然とふれあう場
を提供します。
　また、さがみ縦貫道路や津久井広域道路の整備を踏まえた計画的な土地利用を進め
るとともに、市街地の高度利用や農業・森林地域での適切な土地利用など、地域の状
況に応じた土地利用を図り、良好な居住環境の保全及び創造と秩序ある都市の発展を
目指します。

　活き活きとした安全・安心な市民生活を実現するためには、心豊かな人づくりや人
にやさしいユニバーサルなまちづくりが重要となります。
　このため、教育環境を充実し、地域固有の自然や歴史、文化などの資源を活用した
体験学習や郷土学習を通じてふるさと意識の醸成に努め、人間性豊かな教育の実現を
目指します。同時に、市民の自己実現の場としての文化、芸術活動の促進などにより、
生きがいや心の豊かさが実感できるとともに、医療機関や福祉施設と家庭、地域とが
連携した保健 ･医療 ･福祉体制を確立することにより、だれもが安心して生活できる
地域社会の形成を目指します。
　また、市街地から山間部まで、その地域特性に応じた防災 ･防犯対策を進め、市民
が安全に安心して生活できるまちづくりを目指します。

　１　新市の将来像
　新市は首都東京から約３０～６０ｋｍに位置することから、東部では急速な都市化が進
み、首都圏における広域的な役割を担う拠点都市として発展してきました。一方、西
部は相模湖、奥相模湖、津久井湖、宮ヶ瀬湖などにより神奈川県の重要な水源地域と
なっており、丹沢大山国定公園や県立自然公園に指定されるなど豊かな自然環境を有
しています。今後は、さがみ縦貫道路や津久井広域道路の整備により、広域的な交流
拠点としての更なる発展の可能性が高まっていることから、東部においては様々な交
流・活動の場となる中心市街地の活性化を図るとともに新しい拠点づくりに努め、西
部においては地域特性を生かした観光や芸術などを通じてやすらぎと憩いの場を提供
していくことが必要です。
　このため、広域交流拠点としての機能の充実を図りつつ、水源地域を保全・活用し、
豊かな自然環境と共生した都市基盤の整備や産業の振興を推進することにより、自然
と産業が共存する活力ある地域として更に自立した都市づくりを進めるとともに、住
民一人ひとりが主体となり、将来にわたって安心して質の高い市民生活を実現できる
まちづくりを目指します。

２　まちづくりの考え方
　地方分権時代にふさわしい新市を創っていくためには、合併による行政区域の拡大
に伴い、地域に根ざしたきめ細かなまちづくりを進めることが今まで以上に必要にな
りますが、都市を経営するという視点に立って、協働と分権によるまちづくりを進め
るとともに、効率的・効果的な行財政運営を推進することが不可欠です。
　このため、市民一人ひとりが主体的にまちづくりに関わることによって、地域コミ
ュニティやまちづくりを担う多様な主体の活性化を図り、都市内分権を進めることが
重要です。また、市政の計画・実施・評価のすべての段階における市民参加を促進し、
市民のニーズが的確に反映された、市民の満足度を高める施策の展開が求められます。
さらに、民間活力の積極的な導入やＩＴ化の推進、事務事業や組織体制の見直しなど、
最少の経費で最大効果のサービスを提供していく必要があります。

　（１）協働と分権
　市民一人ひとりが支え育て合う自立した社会を創り、誰もが住みよい地域社会の形
成を目指すため、協働と分権の視点に立ったまちづくりを進めます。このため、広報
・広聴活動の充実に努め、男女共同参画の理念を踏まえて、市民の市政への参画機会
を拡充するとともに、都市内分権を推進します。
①多様な主体の協働の推進
②市民の市政への参画機会の拡充
③都市内分権による住民自治の充実

　（２）効率的な行財政運営
　市民一人ひとりが納得しうる質の高い市政運営を行うために、効率的・効果的な行
財政運営、職員の資質の向上、情報公開の推進、近隣市町村との連携などに努めます。
①持続的な都市経営を可能とする財政基盤の確立
②民間活力やＩＴを活用した最少経費で最大効果のサービス提供
③既存事務事業の見直しと新たな行政ニーズに対応した取組の推進
④適正な職員定数の管理
⑤情報公開の推進
⑥広域連携の推進

　将来像を実現するため、分野別にまちづくりの基本目標を設定します。

　都市の健全な発展と市民生活の利便性や快適性の向上、そして人、自然、産業、文
化など様々な交流の架け橋という観点から、骨格となる交通網の強化と質の高い都市

Ⅰ まちづくりの基本方針Ⅰ　まちづくりの基本方針

Ⅱ 基本目標Ⅱ　基本目標

交通、都市基盤基本目標Ⅰ

人、自然、産業、文化…新しい都市の
交流と発展を支える　質の高い交通・都市基盤をめざす

産業、観光、土地利用基本目標Ⅲ

地域経済を支えるために生活・自然環境と調和し、
地域特性を活かした産業創生をめざす

教育・文化、保健・医療・福祉、安全・安心基本目標Ⅳ

心の豊かさを育み、安心して活き活きとした
市民生活の実現をめざす

『『自然と産業が調和し 人と人がふれあう自然と産業が調和し　人と人がふれあう　
活力ある自立分権都市 相模原　　　　　活力ある自立分権都市　相模原』』

～森が育む水の力 水がそだてるまちの力～森が育む水の力　水がそだてるまちの力　　　　　　　　　　　　　
まちにいきづく人の力 地域の力と魅力を活かしたまちづくり～　　　まちにいきづく人の力　地域の力と魅力を活かしたまちづくり～

自然・環境基本目標Ⅱ

自然の豊かさを日常的に感じるまちをめざす

　併により文言が新市の実情にそぐ
わなくなるものなどについては、
新市において新たな制定、修正等
を検討する。

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第１６号　公共的団体等の取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
　公共的団体等については、新市の
速やかな一体性を確立するため、そ
れぞれの団体の実情を尊重しながら、
次のとおり調整に努める。
１　共通の目的を持った団体は、原
則として合併時に統合できるよう
調整に努める。
２　共通の目的を持った団体で、統
合に時間を要する団体は、将来の
統合に向けて検討が進められるよ
う調整に努める。
３　独自の目的を持った団体は、原
則として現行のとおりとする。

報 告 事 項　 報　告　事　項 　

　　　　　　　　　　　　　　　　
報告第８号　各種事務事業の取扱い
について（Ｂ・Ｃランク）その１

　　　　　　　　　　　　　　　　
　第１回合併協議会で決定された「事
務事業一元化の基本方針」をもとに、
専門部会（企画部会及び総務部会）
及び幹事会で協議（報告）された７５項
目の各種事務事業の取扱いについて
報告し、承認されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　
報告第９号　相模原市、津久井町及
び相模湖町の廃置分合について

　　　　　　　　　　　　　　　　
　本年３月３１日に県知事へ申請を行
った相模原市、津久井町及び相模湖
町の廃置分合について、県議会の議
決を経て、７月１４日付で県知事より

廃置分合の決定書が交付された旨を
報告しました。

そそ のの 他他

（１）今後の協議会開催日程（案）について
　第４回相模原市・藤野町合併協議
会は、１０月１７日（月）午後１時３０分
から、神奈川県立藤野芸術の家にお
いて開催することが決まりました。
（※詳しくは、４面の会議開催のお
知らせをご覧ください。）

アドバイザーからの一言
辻アドバイザー
　本日も重要な論点が出てきた。特
に都市内分権については、昨年、相模
原市の都市経営ビジョン策定委員会
の中で「津久井郡のあり方を一つの
範と考えて、いいものができないか」
という議論があった。今後は、市、

郡、町、自治会という重層構造をど
のようにしたら、効果的な自治の枠
組みにできるかを考えるべきである。
　また、総合的な事務所のあり方では、
単なる窓口機能から、地域の問題を
解決していくために、まちづくり支
援機能に重点が移ってくる。その中で、
どのような事務分担なり職員の配置
なりを試行錯誤していけばよいのか
が重要な論点となる。自治の仕組み
というのは、永続的な課題として取
り組んでいくことが重要と考える。
　次に、地域の活性化を考える上で
も、職員の人事が重要であり、どの
職場に配属されてもがんばってもら
うために、機会に関しては市の職員
も町の職員も平等で、結果に対して
は公正ということが重要である。ま
た、職員の能力を発揮するためにも、
旧市町の垣根を越えて人事交流を行
っていただきたいと思う。



　新市の一体性を確保するため、シンボルとなる次のプロジェクトを推進する必要が
あります。

　新市の生活や経済の活性化を支え、広域的
な交流や情報発信を進めるためのインフラと
して、幹線道路の早期実現を図るほか、鉄道
網の充実に向けて津久井地域への鉄道の延伸
を促進し、新しい交通システムの導入を検討
します。これにより、交通の利便性、快適性
の向上を推進し、新市の一体化を図ります。

【主な事業】

　骨格幹線道路の整備（さがみ縦貫道路、津久井広域道路　など）
　バスネットワークの充実　　　
　新しい交通システムの導入検討

交流連携軸�

１　地域連結夢プロジェクト

Ⅲ 合併シンボルプロジェクトⅢ　合併シンボルプロジェクト

　全ての市民が豊かに暮らせるよう、
安全・安心なまちづくりを進めます。
このため、保健、医療、福祉の充実を
図ります。また、地域コミュニティの
強化を図り、住民自らが地域を守るシ
ステムを形成します。

【主な事業】

　総合的な保健・医療・福祉施策の推進
　（（仮称）北地区保健福祉センターの整
　備、特別養護老人ホーム等の整備促
　進　など）
　防災、消防対策の強化
　（地域防災活動の支援、消防施設の整備、防災無線整備　など）
　安全・安心なまちづくりの推進
　（安全・安心まちづくり推進体制の構築、地域防犯活動の支援　など）

活用する�

安全・安心なまちづくり�
医療�

防犯� 教育� 防災・消防�

保健�福祉�
＋�

地 域 力 �
（市民どうしの絆・�
団結・結束力）�

行動力・能力�
（ボランティアの活力・�
高齢者の能力　等）�

市 民 力 �

まちづくりの�
成果が市民力の�
源になる�
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５　安全・安心ネットワークプロジェクト

　８月１２日、総務大臣により相模原市、津久井町及び相模湖町の１市２町
の合併（廃置分合）が告示されました。これにより、法律で定められた手
続きがすべて終了し、平成１８年３月２０日に１市２町の合併による新「相模
原市」が誕生します。
　現在、新市誕生後の円滑な行政サービスの実施に向け、１市２町で協力
し、住民の皆様への的確な情報提供や新市に移行するための諸準備を進め
ています。なお、合併に伴い変更となる行政サービスの内容や窓口におけ
る手続きなどについては、今後、各市町の広報などでも随時お知らせしま
す。
　また、県では「市町村合併支援指針」において、「合併関係市町村等の
実情に応じた支援内容について個別具体的に検討する。」としていたことか
ら、１市２町の合併の確定に伴い、支援方針を決定しました。

相模原市・津久井町・相模湖町の
合併にかかる県の支援方針（要点）

・合併に伴う住民への広報事業等に対し、既存の市町村合併支援補助金に
より支援する。

・新市まちづくり計画に掲げる県事業の着実な実現に向けた取組を図る。
・平成１７年度中に限り、１市２町への県単独補助金等の補助態様を新市に
なることに伴い変更を行わない。

・２町域で県が行ってきた中核市事務について、住民サービスを停滞させ
ることなく、円滑に新市に引き継がれるよう、必要に応じて人的支援、
財政的支援を行う。

・合併前後の臨時的な財政需要や新市まちづくり計画の着実な実施に資す
るため、市町村合併特例交付金を措置する。

・津久井郡４町域を所管する県機関について、その機能、役割を踏まえつつ、
住民生活に支障のないよう十分に配慮しながら、そのあり方を検討する。

８月１２日（金）発行の官報第４１５５号（本文抜粋）

　豊かな人間性を育む環境づくりを進
めます。子どもから大人まで、あらゆ
る人が生涯にわたって学習することが
できる機会を提供することにより、生
涯現役時代にふさわしい“生涯学習都
市”を目指します。

【主な事業】

　生涯学習キャンパスの展開
　（（仮称）市民・大学交流センターの
　整備　など）
　生涯学習の新しいネットワークの構築
　（図書館、博物館、公民館、大学など
　のネットワーク化）

知識や�
技術等の�
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ション施設�

● 地域活動�
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　　　　　　　　等�

保育園�
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福祉施設�

学校�

文化施設�

生じた問題・�
課題の解決方�
法を考える�

４　市民キャンパスプロジェクト

　都市内分権（分権型社会）を実現
し、市民や民間団体、企業など地域
社会を構成する様々な主体の協働に
よる、自主的、自律的なまちづくり
を目指します。

【主な事業】

　市民主体の協働によるまちづくり
　の推進
　（さがみはらパートナーシップ推進
　指針・都市内分権の推進、コミュ
　ニティ活動への支援　など）

市民市民（地域団体地域団体）�

市民市民�
（NPONPO）�

パートナーシップによるよる�
まちづくり�

市民市民�
（企業企業）�

市民市民（個人個人）�
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市民�
（企業）�

市民（個人）�

市民（大学）� 市（行政）�

６　パートナーシップ・都市内分権プロジェクト

　新市は、まち（都市部）と水源や森林な
ど豊かな自然を併せ持つことから、その特
色を生かして観光や産業の振興を図るため、
多様なイベントを有機的に連携させ、観光
拠点の整備を進めるとともに、特産品を生
かした地場産業の振興を図ります。
　また、豊かな自然環境や、交通の利便性
など首都圏における立地特性等を活かして、
骨格幹線道路の整備に伴う周辺土地利用の
活性化を図り、企業誘致を進めるなど、産
業創生に取り組みます。

【主な事業】

　新たな産業の創出事業（企業立地基盤の整備と誘致、産学連携　など）
　産業と観光が連携した魅力ある観光地づくり（観光拠点整備推進事業　など）

産業産業�
拠点拠点�
新産業の�
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商業�

工業�

林業� 農業�

観光�

３　まち＋水源地＝産業創生プロジェクト

　水源地域の山、川、湖などの優れた自
然や地域固有の歴史、風土を守るととも
に、人と自然が共生し文化、芸術などと
親しめる環境を活用し市民のオアシスと
なる空間を創出します。また、都市部に
おいても、市民の憩いの場となる魅力あ
る快適空間の創出に取り組みます。

【主な事業】

　自然に親しむ空間整備事業
　（森林ミュージアム・オートキャンプ場・
　ハイキングコースの整備、グリーンツ
　ーリズムの促進　など）
　伝統文化の保存活用（フィールド・ミュージアム　など）
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２　市民のオアシスプロジェクト
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１市２町の庁舎などで合併のPR中
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相模原市・津久井町・相模湖町合併協議会
　ホームページ　http://www.sts-gappei.jp
相模原・津久井地域合併協議会
　ホームページ　http://www.st-gappei.jp
相模原市・藤野町合併協議会
　ホームページ　http://www.sf-gappei.jp
お問い合わせ先
〒２２９－００３６　相模原市富士見６－６－２３　けやき会館３階
　1０４２－７６９－８２０６　6０４２－７６８－４０６６
E-mail kouiki@city.sagamihara.kanagawa.jp
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磯部俶記念「遙かな友に」�
道志川合唱祭（津久井町）�
　＜合唱の里＞津久井を全国に発信するた
め、全国の合唱愛好家との交流と、道志川
地域の振興を図ろうと毎年開催されていま
す。深まる秋の合唱の里には、愛好家の皆
さんの清らかな歌声が響き渡ります。�
〈９月２５日（日）午前１０時３０分～午後３時
青根緑の休暇村センター隣、町合唱館「や
まびこホール」前特設ステージ（雨天の場
合は町立青根中学校体育館）〉�

相模湖レガッタ�
（相模湖町）�
　県内で唯一の漕艇競技公式会
場である相模湖では、毎年１０月
にレガッタ（ボート競技会）が
開催されます。湖面を滑るよう
に進むボートの姿をご覧ください。
〈１０月１５日（土）、１６日（日）
午前８時～　県立相模湖漕艇場〉�

�

　エネルギッシュでエキサイティングなダンス
で、よさこいまつりの伝統と個性的な創作ダン
スの新鋭さが織り出す新しいかたちのイベント
です。華麗でオリジナリティー豊かな衣装を身
にまとい、リズミカルな音楽と表現豊かなチー
ムダンスの醸し出すパフォーマンスで、子ども
からお年寄りまで観客も一体となってイベント
を盛り上げます。〈９月１８日（日）午後１時～
６時（荒天の場合、中止）　市道古淵駅前通り
（古淵駅～ジャスコ古淵店前）他〉�

相模原よさこいＲＡＮＢＵ！（相模原市）�

ふじのまちＡＲＴ�
収穫祭２００５年�
（藤野町）�
　秋のアート祭で、今年は「花」
をテーマに様々な芸術イベント
が繰り広げられます。会場内で
は、ガラス・木工・陶器の作品
やアクセサリー・草木染め雑貨
などのユニークなバザーも行わ
れます。〈９月２３日（金・祝）
午前１１時～午後７時、２４日（土）
午前１０時～午後６時　県立藤野
芸術の家（入場無料）〉�

いそ�べ�とし�

小松コスモスまつり�
（城山町）�
　小松地区の遊休農地を活用し、
コスモスの種が蒔かれ、約５万本
の花が咲きます（摘み取り可）。
当日は、地場野菜や特産物などの
テントが並び、竹工作の実演販売
も行われ、にぎわいをみせます。�
〈１０月１日（土）、２日（日）午
前１０時～午後３時　小松地区小松
橋信号周辺〉�
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城山湖�

相模湖相模湖�相模湖�

奥相模湖�

津久井湖津久井湖�津久井湖�

石老山�

石砂山�

生藤山� 連行峰�

明王峠�

陣馬山�

峰　山�

焼　山�

南　山�

城　山�

丹沢山�

蛭ヶ岳�

檜洞丸�

鷹取山�

早戸川�

相模川�

道
志
川�

相模湖町相模湖町�相模湖町�

藤野町藤野町�藤野町�

津久井町津久井町�津久井町�
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相模ねぶたカーニバル�
（相模原市）�
　平成５年に子どもたちの思い出・
ふるさとづくりをテーマに、銀河連
邦共和国友好都市の秋田県能代市の
協力を得て始められたまつりです。
今では地元の子どもたちの手作りで
可愛らしい子ねぶたが多数登場する
など、光と音の幻想的なねぶたパレ
ードが楽しめます。〈１０月９日（日）
午後４時～午後８時３０分（荒天の場
合は、１０日に順延）　リバティ大
通り（市役所～アイワールド間）〉�

大野万灯祭り�
（相模原市）�
　平成２年に地域活性化と商業振
興を目的に始められた、地元の伝
統行事「万灯」を現代風にアレン
ジした地域総ぐるみで行われるま
つりです。夜景を彩るまんどうパ
レードをはじめ、ステージイベン
ト、屋台村、フリーマーケットな
ど様々な催しが相模大野中央公園
や相模大野駅前などで行われます。�
〈１０月８日（土）午前１１時～午後
８時、９日（日）午前１１時～午後
５時　小田急相模大野駅周辺～相
模大野中央公園　他〉�

まんどう�
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相模原市・藤野町合併協議会
第４回
日時：平成１７年１０月１７日（月）午後１時３０分から
会場：神奈川県立藤野芸術の家クリエーションホール
住所：藤野町牧野４８１９　電話：０４２６－８９－３０３０
傍聴：１００人（希望者多数の場合は、抽選となります。午後 

１時までに同施設２階会議室Ａにお集まりください）
内容：合併市町村基本計画（素案）など
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今回掲載のイベント
お問い合わせ先

相模原市商業観光課　1０４２－７５４－１１１１（代表）
城 山 町 経 済 課　1０４２－７８２－１１１１（代表）
津久井町生涯学習課　1０４２－７８４－１１４１（代表）
相模湖町生涯学習課　1０４２６－８４－３２１１（代表）
藤野町まちづくり課　1０４２６－８７－２１１１（代表）

※各市町及び観光協会のホームページからもイベント情報をご覧になれます。

津久井郡広域行政組合の取扱いについて
　相模原市と津久井郡４町との合併協議に伴い、津久井郡４町のごみ処理、消防、救急などの業務を行っ
ている「津久井郡広域行政組合」の取扱いについて、相模原市、城山町、津久井町、相模湖町及び藤野町
の１市４町で「津久井郡広域行政組合検討協議会」を設置し、これまで協議・調整を進めてきました。
　このたび、「津久井郡広域行政組合」は、相模原市、津久井町及び相模湖町の合併期日の前日である平
成１８年３月１９日をもって解散し、城山町と藤野町のごみ処理、消防、救急などの業務については、一部の
業務を除き、新「相模原市」に事務委託することで、首長間の基本的な協議が調い、８月１８日に１市４町
の首長による協定の締結が行われました。現在、組合の解散については、４町の各議会で審議されてお
り、事務委託については、今後、関係市町の議会で審議されることになります。

相模原・津久井地域合併協議会　現在の状況について 
　７月１０日に開催いたしました「第２回相模原・津久井地域合併協議会」
において、合併協議会委員からの多数意見により、合併の期日を定めまし
たが、「合併の期限にこだわらずに協議することを首長間で合意したにも
関わらず、その合意が崩れた以上、合併協議会での議論に加わるわけには
いかない。」などを理由として、小林城山町長から合併協議会の副会長の
職を辞任するとの申し出があり、現在、会長預かりとなっております。開
催日程などが決まりましたらお知らせいたします。




